
 

 

 

 

 

 

弊社は1984年に石川県「先端産業等立地促進条例の指定を受け、能登中核工業団地に進出、創業時

より地域に密着した企業として、そしてグローバルに広く社会に貢献出来る企業として努力してまいり

ました。今日の目まぐるしく変化する経済・社会環境においては、より柔軟に対応出来る組織・生産体

制を構築する事が求められます。2012年に株式会社ノトアロイに社名を変更し、これからの未来に向

かって持続的に成長し、より一層の付加価値向上に努め、お客様のご要望・ご期待にお応え出来る製品

開発とサービスの向上に取り組みます。全てのステークホルダーの皆様から信頼され、社会の発展に貢

献出来る企業を目指してまいります。 

 超硬素材は、さまざまな分野で使用され、産業界にはなくてはならない材料のひとつです。超硬素材

製造事業では、厳選された原料粉末を用いて、混合から焼結までを一貫して生産し、高品質な超硬素材

を製造しています。金型工具用には、自動車産業界や機械産業界の各種部品を製造する型鍛造や、電子

産業の根幹である半導体の組み立て工程等で、ダイスやパンチ等の精密金型の材料として用いられます。

目的に合った材質を選定し、高品質、高強度な材料を提供しています。   

今回の交流会を通じて、会員の皆様と活発で有意義な意見交換の場となることを期待しております。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 開 催 要 領 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆開催日時：2026年3月 11日（水） 

◆見 学 先：株式会社 ノトアロイ 

〒925-0375  石川県羽咋郡志賀町若葉台26番地 
                 https://www.notoalloy.co.jp/ 

 

◆主  催：(社)型技術協会 

◆交  通：JR「金沢」駅より バスで７0分  

◆集  合：JR金沢駅 西口  11時50分（バス出発：12時0０分） 

◆内   容：司 会 マツダ㈱ 中原 孝善 氏 

13:30～13:55 ご挨拶、会社紹介 (株)ノトアロイ 代表取締役社長 宗行 伸一郎 氏   

13:55～14:15 講 演 「高強度・高靭性超硬合金の開発と高精度精密金型への適用」 

         (株)ノトアロイ 技術部 係長 野澤 大成 氏 

14:15～14:25 質疑応答  

14:25～15:05 技術講演 「精密冷間鍛造への超硬金型の応用」 

アイコクアルファ(株) 鍛造開発部 エンジニアリーダー 山田 康平 氏 

15:05～15:15 質疑応答  

15:15～15:25 休 憩  

15:25～16:15 【工場見学】 50分 超硬合金製造工場、金型製造工場 

16:15～16:25 質疑応答 ・ 休 憩  

16:25～16:45 名刺交換交流会  

16:55頃 バス出発  

◆18時30分ごろ  「金沢」駅 にて解散 

      

 

型技術協会 第147回「技術交流会」 

「ノトアロイの新超硬素材と金型作り」 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆参加費 ：１名につき16,000 円 

※入会により技術交流会の申し込みが可能です。 

ご希望の方は協会ホームページより入会申込と交流会申込を同時に手続きください。 

交流会申込時の会員番号は「0000」と入力ください。 

※個人会員A入会時の会費は入会金3,000円＋11月入会時年会費7,500円となります。 

      

◆募集人数：30 名 

◆申込締切：2026年2月 17日（火） 

※申込締切日後のキャンセルはできません。参加費をお支払いいただきます。 

◆申込方法：ホームページよりオンライン申込（https://www.jsdmt.jp/） 

１）来場方法はバス送迎とさせていただきます。（直接来場不可） 

２）申込締切後の参加者変更はできません。 

３）当日、機密保持契約書等の記名を必要とする場合がございます 

４）参加決定者には請求書と参加証をお送り致します。参加費の支払は参加確定後にお願い 

致します。 

  ５）歩きやすい靴（平靴）で参加ください。 

  ６）帽子の持参をお願いします。 

  ７）昼食の準備はございません。昼食を済ませてから集合下さい。 

    ８）同業者等は都合によりお断りする場合があります。 

◆問 合 先：一般社団法人 型技術協会 TEL：045-224-6081 E-mail：info@jsdmt.jp  

焼結装置 原料混合装置 粉末プレス装置 

CVDコーティング装置 TS処理による特性値改善事例 


